
丸めた新聞紙を棒代わりにしてスイカ割りを楽しむ団員

スポーツ少年団サマーキャンプ

　8 月 8 日から 10 日にかけて、町スポーツ少年団内
浦支部と富山市大山支部の団員あわせて 33 人が交流
キャンプを行いました。9 日はあいにくの雨のため海
水浴を早めに切り上げて、体育館でスイカ割りに挑戦
しました。声が響き合うため、別のチームのスイカに
向けて歩き出す団員もいて、笑い声があがりました。
　今年は能都・柳田両支部の団員も参加していて、交
流を通じて協力や友情の大切さを学びました。

能登の地で交流深める

重曹やクエン酸を使ったサイダー作りに見入る児童

身近な科学を実験で学ぶ
東海大学海洋学部「親子理科教室」

　「親子理科教室」が 8 月 4 日、越坂ののと海洋ふれ
あいセンターで開かれ、小学生と保護者のあわせて
35 人が参加しました。東海大学海洋学部の齊藤寛教
授ら講師 3 人と、教員を目指す 4 年生の学生 2 人が、
物の動きや気体の性質、海

の り

苔を素材にした味覚や色素
の実験を行いました。能登町は東海大学と平成 22 年
に「包括的な提携に関する協定」を締結していて、親
子理科教室は今年で 4 回目の開催です。

　小木地区の有志「グリーンキーパーズ」は 8 月 3 日、
九十九湾でシーカヤック体験を実施しました。講師は
七尾市で「カヌーあいらんど」を運営する渡邊徹さん
です。参加した小学生など約 30 人は、左右に揺れる
カヤックに不安そうな表情を見せたものの、すぐに慣
れて「蓬

ほうらいじま

莱島」の周りなどを自由に動き回り、自然に
親しみました。グリーンキーパーズは自然との関わり
を考える催しを今後も行うことにしています。

普段とは違う海面からの景色を楽しむ参加者

自然観察しながら海上散歩
九十九湾シーカヤック体験

　7 月 26 日に行われた松波と石井、2 カ所のキリコ祭
りに金沢大学の大学院生と教員 14 人が分かれて参加
しました。祭りの担い手不足解消の手助けになろうと、
学生たちは威勢良い掛け声とともにキリコを担いで祭
りを盛り上げました。能登キャンパス構想推進協議会
による「祭りの環プロジェクト」の一環です。学生た
ちは、各家庭で親戚や友人を祭り料理でもてなす風習

「よばれ」にも加わり、能登の祭り文化を満喫しました。

松波と石井のキリコ祭りに学生
祭りの環プロジェクト

金沢大学の法被を着て石井のキリコを担ぐ大学院生

　8 月 12 日、ペルセウス座流星群が極大を迎えたのにあわせて午後 9 時半から星の観察館「満天
星」で観望会が開かれました。夏休み期間ということもあり、親子連れなど約 40 人が参加しまし
た。参加者は満天星前の広場前にシートを敷き、寝
転んで観察しました。
　月明かりがあったため、例年に比べ観察が難しい
夜になりましたが、多い人は 10 個以上見つけること
ができたようです。満天星によると来年は条件が良
く、より多くの流れ星が観察できるそうです。

ペルセウス座流星群
願い事は叶うかな？　流星観望会

臼淵大尉顕彰碑を清掃する会員

当目地区の顕彰会　終戦の日前に清掃

　太平洋戦争中に戦艦大和に乗艦し、21歳で戦死した
臼
うすぶち

淵 磐
いわお

大尉をしのぶ臼淵大尉顕彰会は8月3日、当目地
内に立つ顕彰碑を清掃しました。
　約10人の会員は、碑の周辺の雑草を刈り払い機で刈
り取り、ぞうきんやブラシで碑を磨きました。同会は毎
年、大尉の遺徳をしのんで訪れる人のため、終戦の日の
直前に清掃作業を行っています。碑は、大尉の父・清

せいちゅう

忠
氏の生家の前に平成21年に建立されました。

　金沢学院大の東四柳史明特任教授ゼミらでつくる
「町

まちののしょう

野荘調査研究会」は 8 月 10 日、旧柳田村を中心に
栄えた中世の荘園「町野荘」を巡る観光ルートを開発
するためのモニターツアーを開催しました。
　町観光ボランティアガイド協会員や町観光協会員ら
が参加。学生が案内役を務め、中世に市場が開かれた
石井地区や猿鬼伝説が伝わる岩井戸地区などを巡りな
がらルート活用の可能性を提案しました。

中世の荘園を巡る観光コース
金沢学院大東四柳ゼミ  モニターツアー開催

中世の景観を生かした観光コースを提案する学生

西の空に見えた一筋の光（星の観察館「満天星」提供） ▼

▲夜空の広い範囲が見えるよう、あおむけになって観察した。

臼淵大尉の思いを後世に
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■
募
集
期
間
…
9
月
16
日
㊋
ま
で

■
対
象
住
宅　

桜
木
住
宅

住
所
…
鵜
川
30
字
1
番
地

家
賃
…
月
額
１
６
，
３
０
０
円
～
２
４
，

３
０
０
円
（
1
号
棟
１
３
１
号
・
２
Ｄ
Ｋ
）、

１
６
，
４
０
０
円
～
２
４
，
４
０
０
円
（
２

号
棟
２
２
１
号
・
２
Ｄ
Ｋ
）

※
金
額
は
所
得
に
応
じ
て
変
動

さ
く
ら
団
地

住
所
…
柳
田
龍
部
14
番
地

家
賃
…
月
額
３
０
、０
０
０
円
（
8
号
棟
1

番
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

※
敷
金
は
家
賃
の
3
カ
月
分
で
す
。

■
入
居
資
格

①
能
登
町
に
住
所
を
有
す
る
人
（
予
定
者
を

含
む
）
②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
な
人
③
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

④
入
居
者
の
月
額
所
得
が
次
の
基
準
に
該
当

・
１
５
８
，
０
０
０
円
以
下（
桜
木
）

・
１
５
８
，
０
０
０
円
以
上（
さ
く
ら
）

⑤
単
身
よ
り
も
複
数
世
帯
を
優
先

問
建
設
課
住
宅
係
☎
（
76
）
８
３
０
４

　

7
月
22
日
に
各
農
業
団
体
、
町
議
会
か
ら

推
薦
さ
れ
た
7
人
が
能
登
町
農
業
委
員
と
し

て
選
任
さ
れ
、
7
月
に
行
わ
れ
た
選
挙
に
よ

り
当
選
し
た
12
人
と
合
わ
せ
19
人
の
農
業
委

議席
番号 氏名 住所 公選別 役職

1 的場清一 鶴町 公選

2 駒寄美和子 当目 議会推薦

3 道下良一 上町 公選 職務代理

4 髙戸政一 藤ノ瀬 公選 会長

5 川口喜久男 宇出津山分 奥能登農業共済組合推薦

6 井上　茂 瑞穂豊ヶ丘 公選

7 西中宏美 松波 内浦町農協推薦

8 西谷内としえ 市之瀬 議会推薦

9 松木松雄 宮地 議会推薦

10 澁田常善 石井 公選

11 上谷専一 時長 公選

12 坂下政浩 鈴ヶ嶺 おおぞら農協推薦

13 上出八郎 四方山 公選

14 川崎時夫 黒川 公選

15 平　信一 滝之坊 公選 職務代理

16 谷口精次 秋吉 公選

17 松井三代治 鮭尾 公選

18 畠中一雄 大箱 土地改良区推薦

19 廣瀬數夫 久田 公選

員
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

辞
令
交
付
式
に
続
き
初
め
て
の
総
会
が
開

か
れ
、
会
長
、
会
長
職
務
代
理
者
、
議
席
が

決
定
し
ま
し
た
。

※
広
報
8
月
号
の
記
事
中
、
谷
口
精
次
さ
ん

の
氏
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
わ
び
し

て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

能登町農業委員会委員名簿 ニ
ュ
ー
ス

能
登
町
農
業
委
員
会
委
員

19
人
の
委
員
が
決
定

　

任
期
満
了
に
伴
う
能
登
町
議
会
議
員
選
挙

の
立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
人
は
出
席
を
お

願
い
し
ま
す
。

〈
日
時
〉
9
月
30
日
㊋　

午
後
2
時
～

〈
場
所
〉
役
場
能
都
庁
舎
3
階
研
修
室

〈
内
容
〉
立
候
補
の
手
続
き
、
選
挙
運
動
に

つ
い
て
等

〈
注
意
〉
会
場
の
都
合
に
よ
り
、
1
候
補
者

に
つ
き
2
名
以
内
で
の
出
席
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）

☎
（
62
）
８
５
１
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
62
）
４
５
０
６

お
知
ら
せ

能
登
町
議
会
議
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

内
浦
地
区
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
つ
ど

い
は
7
月
17
日
、
国
民
宿
舎
能
登
や
な
ぎ
だ

荘
で
開
か
れ
ま
し
た
。
町
社
会
福
祉
協
議
会

が
主
催
し
た
も
の
で
、
内
浦
地
区
で
ひ
と
り

暮
ら
し
を
し
て
い
る
高
齢
者
な
ど
約
１
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

珠
洲
警
察
署
か
ら
は
中
嶋
署
長
ら
3
人

ニ
ュ
ー
ス

保
育
園
児
の
演
技
に

目
を
細
め
楽
し
む

が
、
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止
や
交
通
事

故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
小
木
保
育
園
の
5

歳
児
、
ひ
ま
わ
り
組
の
11
人
が
「
こ
い
ぬ
の

マ
ー
チ
」「
ド
レ
ミ
の
歌
」
の
鼓
笛
演
奏
を

披
露
し
た
ほ
か
、「
恋
す
る
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン

ク
ッ
キ
ー
」
な
ど
3
曲
を
踊
り
ま
し
た
。
参

加
し
た
お
年
寄
り
は
手
拍
子
を
す
る
な
ど
、

目
を
細
め
て
眺
め
て
い
ま
し
た
。

　

つ
ど
い
に
は
民
生
委
員
児
童
委
員
も
同
席

し
て
い
て
、
日
ご
ろ
一
人
暮
ら
し
で
不
安
に

思
っ
て
い
る
こ
と
を
相
談
し
た
り
、
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
催
し
は
年

1
回
実
施
さ
れ
て
い
て
、
能
都
・
柳
田
地
区

で
も
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
社

会
福
祉
協
議
会
で
は
、
安
心
し
て
生
活
が
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
よ
り
多
く
の
参

加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

踊りを披露する小木保育園の園児たち

　

町
で
は
平
成
25
年
度
よ
り
、
町
内
会
等
が

降
雪
期
に
お
い
て
、
除
雪
車
が
入
る
こ
と
が

で
き
な
い
狭
い
道
路
や
高
齢
者
宅
の
玄
関
前

な
ど
を
除
雪
し
、
共
助
に
よ
る
除
雪
作
業
を

推
進
す
る
町
内
会
等
に
、
小
型
除
雪
機
械
購

入
の
補
助
を
し
て
い
ま
す
。

〈
補
助
金
額
〉

　

小
型
除
雪
機
の
購
入
費
用
に
対
し
、
補
助

率
4
分
の
3
を
乗
じ
た
額
と
、
補
助
対
象
限

度
額
60
万
円
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額
を
上
限

と
し
ま
す
。

〈
補
助
金
交
付
の
条
件
〉

①
中
古
除
雪
機
は
対
象
外

②
1
町
内
の
補
助
金
は
1
回
に
限
り
ま
す
。

③
購
入
し
た
除
雪
機
械
の
運
用
、
保
管
、
維

持
管
理
は
町
内
で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

④
購
入
後
10
年
は
譲
渡
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　

問
総
務
課
危
機
管
理
室

☎
（
62
）
８
５
１
０

募
集

町
内
会
等
に
よ
る
小
型
除
雪
機

購
入
を
補
助
し
ま
す

お
知
ら
せ

石
川
海
区
漁
業
調
整
委
員
選
挙

選
挙
人
名
簿
の
登
録
を

　

平
成
26
年
9
月
1
日
現
在
、
次
の
要
件
を

備
え
る
人
は
石
川
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委

員
の
選
挙
権
を
有
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
申
請
し
な
け
れ
ば
登
録
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
、
該
当
す
る
人
は
申
請
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

〈
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
範
囲
〉

　

当
町
の
区
域
内
に
住
所
ま
た
は
事
業
所
を

有
す
る
人
で
、
1
年
に
90
日
以
上
、
漁
船
を

使
用
す
る
漁
業
を
営
み
ま
た
は
漁
業
者
の
た

め
に
漁
船
を
使
用
し
て
行
う
水
産
動
植
物
の

採
捕
若
し
く
は
養
殖
に
従
事
す
る
人
。

※
こ
の
ほ
か
の
要
件
も
あ
り
ま
す
。
詳
細
は

選
挙
管
理
委
員
会
ま
で

〈
登
録
基
準
日
〉
9
月
1
日
㊊

〈
申
請
の
期
限
〉
9
月
5
日
㊎

〈
提
出
の
場
所
〉
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
総

務
課
内
）、
内
浦
サ
ー
ビ
ス
室
、
小
木
支
所
、

鵜
川
支
所
、
高
倉
出
張
所

問
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）

☎
（
62
）
８
５
１
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
62
）
４
５
０
６

募
集

町
営
住
宅
入
居
者

　

宇
出
津
地
区
で
活
動
す
る
「
う
し
つ
歩
こ

う
会
」
が
健
民
運
動
50
周
年
記
念
優
秀
実
践

活
動
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

う
し
つ
歩
こ
う
会
の
32
年
間
に
わ
た
る
健

ニ
ュ
ー
ス

長
年
の
地
域
活
動
を
継
続

う
し
つ
歩
こ
う
会
に
表
彰

康
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
活
動
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
、
7
月
27
日
に
県
立
音
楽
堂
で
開

か
れ
た
表
彰
式
に
は
川
端
登
喜
夫
会
長
が
出

席
し
、谷
本
知
事
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

う
し
つ
歩
こ
う
会
は
昭
和
57
年
に
公
民
館

活
動
と
し
て
開
始
し
、
現
在
は
83
人
の
会
員

が
月
2
回
の
ペ
ー
ス
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
に
加
え
、
地
域
の
歴
史
や
文

化
を
再
認
識
し
、
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
を
拾
い
な
が
ら
の

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
猿
鬼
歩
こ
う
走
ろ
う
健
康

大
会
な
ど
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、
反

射
材
着
用
Ｐ
Ｒ
な
ど
社
会
貢
献
活
動
も
実
施

し
て
い
ま
す
。
活
動
は
町
内
の
み
な
ら
ず
、

県
外
に
も
及
び
ま
す
。
10
月
に
は
福
井
、
岐

阜
へ
の
遠
征
を
予
定
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

会
員
は
宇
出
津
地
区
に
住
む
人
が
中
心
で

す
が
、
評
判
を
聞
き
つ
け
近
隣
の
地
区
か
ら

の
参
加
者
も
い
ま
す
。
川
端
会
長
は
、
今
後

も
い
っ
そ
う
充
実
し
た
活
動
が
続
け
ら
れ
る 賞状を手にする川端会長

よ
う
に
、
多
く
の
人
に
気
軽
に
参
加
し
て
ほ

し
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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契約金額500 万円以上の入札結果です。
全入札結果は町ホームページに掲載しています。 　問監理課☎62-8504

入札結果
7月16日～8月15日

件　　　　　　名 場所 担当課 契約額（税込） 落札者
平成 26 年度　学校施設環境改善交付金事業
　能登町立鵜川小学校（校舎棟）　大規模改
造工事（建築）

鵜川 教育委員会
事務局 131,760,000 円 鼎・須美矢　特定建設

工事共同企業体

平成 26 年度　学校施設環境改善交付金事業
　能登町立鵜川小学校（校舎棟）　大規模改
造工事（電気設備）

鵜川 教育委員会
事務局 41,040,000 円 ㈲能登電業社

平成 26 年度　学校施設環境改善交付金事業
　能登町立鵜川小学校（校舎棟）　大規模改
造工事（機械設備）

鵜川 教育委員会
事務局 114,183,000 円 菱機工業㈱　金沢支店

平成 26 年度　学校施設環境改善交付金事業
　能登町立鵜川小学校（屋内運動場）　大規
模改造工事

鵜川 教育委員会
事務局 63,504,000 円 須美矢建設㈱

平成 26 年度　農山漁村活性化プロジェクト
支援交付金事業　鮭尾地区飲雑用水施設整
備　浄水場整備工事（機械）

鮭尾 農林水産課 35,078,400 円 ㈱柿本商会

平成 26 年度　学校施設環境改善交付金事業
　能登町立鵜川小学校（屋内運動場）　大規
模改造工事（電気設備）

鵜川 教育委員会
事務局 8,478,000 円 浅倉電気商会

平成 26 年度　柳田 3 号源泉　地上設備工事 柳田 ふるさと振興課 20,520,000 円 ㈱エオネックス
平成 26 年度　公立宇出津総合病院　外科外
来増築工事 宇出津 病院 21,816,000 円 ㈱鼎建設

平成 26 年度　町道 2 級柳田 3 号線　道路整
備工事 柳田 建設課 11,448,000 円 北能産業㈱

平成 26 年度　社会資本整備総合交付金事業
　町道 1 級上町越坂 1 号線　外 3 路線　災
害防除設計業務

十八束　外 建設課 5,216,400 円 五大開発㈱

平成 26 年度　能登町内浦第二体育館　改修
工事 布浦拓 教育委員会 25,444,800 円 ㈲環建築工房

平成 26 年度　社会資本整備総合交付金事業
（住宅・建築物アスベスト改修）　恋路温泉ラ

ンド　アスベスト除去及び解体工事
恋路 監理課 9,644,400 円 ㈲環建築工房

平成 26 年度　社会資本整備総合交付金事業
　梅ノ木団地建替事業に伴う外構工事 松波 建設課 7,992,000 円 ㈱西中建設

平成 26 年度　道整備交付金事業　町道 2 級
羽根 1 号線　舗装工事　その 1 羽根 建設課 5,184,000 円 北川ヒューテック㈱

平成 26 年度　道整備交付金事業　町道 2 級
白丸明野 1 号線　舗装工事 河ケ谷 建設課 5,994,000 円 ㈱ソテック

平成 26 年度　道整備交付金事業　町道 2 級
石井久田 1 号線　舗装工事 久田 建設課 6,156,000 円 北川ヒューテック㈱

平成 26 年度　柳田地区　簡易水道再編推進
事業　配水管布設工事（国重地内）　1 工区 国重 上下水道課 22,086,000 円 梶設備㈱

平成 26 年度　柳田地区　簡易水道再編推進
事業　配水管布設工事（源平地内） 宇出津山分 上下水道課 14,310,000 円 山本鉄工所

にせ年金事務所職員にご注意ください
　年金事務所の職員が次のような電話で、手続きを行うことはありません！

　

　職員がこのような電話をかけて給付金の手続きを行うことはありませんので、不審な電話や訪問がありました

ら、その場で対応することなく、年金事務所へ確認するなど十分にご注意ください。

問七尾年金事務所☎ 0767-53-6511

給付金が入るので通知を送ったが、手続きがされていないため電話した。今日中にＡＴＭで
受け取り手続きをする必要があるので、銀行に着いたらフリーダイヤルに電話するように。

　

町
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
「
能
登
町
行
政

改
革
推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
委
員
会
で
は
行
政
改
革
の
あ
り
方
、

方
向
性
を
民
間
経
営
的
な
視
点
・
町
民
の
視

点
か
ら
確
認
す
る
と
と
も
に
、
実
施
計
画
の

チ
ェ
ッ
ク
、
進
行
管
理
を
行
い
ま
す
。
委
員

は
、
各
種
団
体
の
代
表
や
企
業
の
代
表
者
な

ど
11
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス

効
率
的
な
行
政
運
営
目
指
し

行
政
改
革
推
進
委
員
会
設
置

　

7
月
28
日
、
11
人
に
委
員
に
委
嘱
状
を
交

付
し
、
本
年
度
に
取
り
組
む
行
政
改
革
の
内

容
や
新
た
な
計
画
に
つ
い
て
の
審
議
を
行
い

ま
し
た
。

能
登
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
委
員

（
敬
称
略
）

〈
会
長
〉
福
池
正
人

〈
職
務
代
理
〉
浅
見
裕
子

〈
委
員
〉
※
五
十
音
順

上
野
法
俊
、
梶
原
征
一
郎
、
新
谷
芳
美
、
玉

川　

潔
、
弘
﨑
弘
美
、
山
下
久
弥
、
山
ノ
内

美
紀
、
山
辺
正
道
、
山
本　

勉

　

能
登
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
有
権
者

の
選
挙
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
と
と
も

に
、
親
し
み
の
あ
る
投
票
所
を
め
ざ
し
て
、

投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す
。

　

通
年
募
集
の
登
録
制
で
す
の
で
、
選
挙
が

近
づ
い
た
ら
登
録
さ
れ
た
人
へ
再
度
、
立
ち

会
い
の
意
向
の
可
否
等
を
確
認
し
ま
す
。

①
投
票
日
の
投
票
立
会
人

〈
場
所
〉
い
つ
も
ご
自
身
が
投
票
を
す
る
投

票
所（
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
投

票
所
）

〈
期
間
〉
投
票
日
1
日 

〈
人
数
〉
各
投
票
所
2
人 

〈
時
間
〉
午
前
7
時
か
ら
午
後
8
時
ま
で 

※

時
間
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
報
酬
〉
１
０
，
７
０
０
円 

※
所
定
の
所
得
税
を
源
泉
徴
収
し
ま
す
。

②
期
日
前
投
票
所
の
投
票
立
会
人

〈
場
所
〉
能
登
町
役
場
、
柳
田
庁
舎
、
内
浦

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
う
ち
希
望
す
る
投
票
所

〈
期
間
〉
告
示（
公
示
）
日
の
翌
日
か
ら
投
票

日
の
前
日
ま
で
の
間
で
希
望
日

※
土
曜
・
日
曜
も
含
み
ま
す
。
選
挙
、
期
日

前
投
票
所
に
よ
っ
て
期
間
が
異
な
り
ま
す
。

〈
人
数
〉
期
間
中
毎
日
2
人 

〈
時
間
〉
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
8
時
ま

で 

※
投
票
所
に
よ
っ
て
時
間
が
異
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す

〈
報
酬
〉
９
，
５
０
０
円 

※
所
定
の
所
得
税
を
源
泉
徴
収
し
ま
す
。

■
要
件

　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
投
票
日
現
在
に
町

の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
。
特

定
の
候
補
者
の
選
挙
運
動
に
携
わ
っ
て
い
る

方
や
候
補
者
の
親
族
の
方
は
応
募
を
ご
遠
慮

く
だ
さ
い

■
募
集
期
間

　

随
時
、
登
録
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

選
挙
期
日
に
近
い
場
合
は
、
直
近
の
選
挙
の

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
申
込
方
法

　

指
定
の
申
込
用
紙「
投
票
立
会
人
登
録
申

込
書
」
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
能
登

町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
に
ご
持
参
い
た

だ
く
か
、
郵
送
で
提
出
し
て
下
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
総
務
課
内
）

☎（
62
）
８
５
１
０

任命式には寺岡支部長をはじめ 4 人が駆けつけた

　能登町宇出津発祥で町指定無形民俗文化財の伝統娯楽「ご
いた」普及に関西で取り組む「能登ごいた保存会大阪支部」
を能登町ふるさと大使に任命し、7 月 21 日にコンセールの
とで委嘱状を交付しました。
　任命式では持木町長が「もっと仲間を増やしてください」
と激励。寺岡由祐支部長にごいたの駒と小木港特産のイカを
組み合わせた支部考案のキャラクター「ごイカくん」入りの
名刺を手渡しました。

伝統娯楽「ごいた」を通じて
町の魅力を全国に発信

募
集

親
し
み
あ
る
選
挙
に

投
票
立
会
人
登
録
受
付
中
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7
月
19
日
、
金
沢
市
の
県
消
防
学
校
で
第

62
回
県
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
、
能
登

町
消
防
団
か
ら
は
三
波
分
団
が
代
表
と
し
て

出
場
し
ま
し
た
。
県
内
の
18
分
団
が
参
加
し

た
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
、
三
波
分
団
は
見

事
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

三
波
分
団
は
11
月
8
日
に
東
京
都
で
行
わ

れ
る
第
24
回
全
国
消
防
操
法
大
会
に
小
型
ポ

ン
プ
の
部
で
出
場
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成26年度能登町職員採用候補者試験

受付期間　　9 月 30 日㊋まで

申込書交付場所
　受験申込書は能登町役場総務課および公立宇出津総合病院事務

局の窓口で交付します。また、町ホームページに試験案内および

申込書の様式を掲載しておりますので、印刷してご利用ください。

職務内容
　公立宇出津総合病院における専門業務に従事します。

採用予定者数および受験資格
採用区分 採用予定者数 年齢および受験要件

理学療法士 1 名程度
昭和 48 年 4 月 2 日以降に生まれ
た人で理学療法士の資格を有する
者又は平成 27 年 3 月 31 日まで
に資格取得見込みの者

採用試験
　試験の日時および場所は、受験申込者に後日通知します。

　　　　　　　　　　　　　　問総務課職員係☎ 62-8510

ニ
ュ
ー
ス

三
波
分
団
が
ポ
ン
プ
車
操
法
優
勝

県
消
防
操
法
大
会

　

8
月
12
日
、
小
木
小
学
校
で
5
、
6
年
生

を
対
象
と
し
た
着
衣
泳
教
室
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
能
登
海
上
保
安
署
の
坂
井
雄
一
郎
さ
ん

が
講
師
を
つ
と
め
、
水
の
中
に
落
ち
た
と
き

に
慌
て
ず
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

溺
れ
そ
う
に
な
っ
た
と
き
は
、
ま
ず
浮
い

て
呼
吸
を
確
保
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
頭

を
水
面
に
着
け
る
「
背
浮
き
」
と
い
う
基
本

姿
勢
を
学
び
ま
し
た
。
レ
ジ
袋
や
ク
ー
ラ
ー

ボ
ッ
ク
ス
な
を
利
用
す
る
と
さ
ら
に
楽
に
な

り
ま
す
。
児
童
は
自
宅
か
ら
持
っ
て
き
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
浮
き
が
わ
り
に
し
て
、
そ

の
威
力
を
確
か
め
ま
し
た
。

　

海
水
浴
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
釣
り
な
ど

ニ
ュ
ー
ス

小
木
小
学
校
で

海
上
保
安
署
が
着
衣
泳
教
室

の
海
の
レ
ジ
ャ
ー
は
今
後
も
続
き
ま
す
。
坂

井
さ
ん
は
「
慌
て
ず
、
あ
せ
ら
ず
、
あ
き
ら

め
ず
に
落
ち
着
い
て
行
動
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

7
月
30
日
、
石
川
県
町
会
区
長
会
連
合
会

表
彰
が
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
能
登
町
関
係
の
受
賞
者
は
次
の

皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

■
県
連
合
会
会
長
表
彰

高
出　

闡
（
浜
出
町
）
林　

正
治
（
本
町
）

辻
口
重
秋
（
矢
波
）
山
本
登
一
（
猪
平
）

坂
上
信
彦
（
三
田
）
八
幡
一
彦
（
酒
垂
町
）

ニ
ュ
ー
ス

長
年
に
わ
た
る
活
動
に
感
謝

　

取
引
や
証
明
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
は

か
り
の
「
定
期
検
査
」
を
次
の
日
程
で
実
施

し
ま
す
。　

検
査
は
2
年
に
1
度
定
期
的
に

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
内
浦
地
区
〉
内
浦
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

10
月
6
日
㊊ 

13
時
～
15
時

〈
柳
田
地
区
〉
柳
田
体
育
館

　

10
月
7
日
㊋ 

12
時
30
分
～
15
時

〈
能
都
地
区
〉
役
場
能
都
庁
舎

　

10
月
8
日
㊌ 

12
時
30
分
～
15
時

　

新
た
に
定
期
検
査
を
受
け
る
人
は
、
役
場

ふ
る
さ
と
振
興
課
ま
た
は
石
川
県
計
量
検
定

所
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

取
引
・
証
明
用
「
は
か
り
」
は

定
期
検
査
が
必
要

　

7
月
28
日
か
ら
30
日
ま
で
の
3
日
間
、
中

学
2
年
生
が
職
場
体
験
学
習
「
わ
く
・
ワ
ー

ク
体
験
」
の
た
め
能
登
消
防
署
を
訪
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た
の
は
、
能
都
中
4
人
、
柳
田

中
5
人
、
小
木
中
3
人
の
あ
わ
せ
て
12
人
で

す
。
生
徒
た
ち
は
応
急
手
当
や
放
水
訓
練
、

救
助
訓
練
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス

能
登
消
防
署
で

中
学
生
が
職
場
体
験
学
習

消防署員の説明を受け、装備品を試着
する生徒たち

　

後
日
、
検
査
場
所
・
日
時
に
つ
い
て
事
前

に
通
知
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

そ
の
ハ
ガ
キ
と
使
用
さ
れ
て
い
る
「
は
か

り
」、
検
査
受
験
料
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
　
　
問
石
川
県
計
量
検
定
所

☎ 

０
７
６
（
２
４
１
）
４
１
５
７

ふ
る
さ
と
振
興
課
☎
（
62
）
８
５
３
２

　

今
年
50
歳

を
迎
え
る
人

が
一
堂
に

会
し
、
町
の

活
性
化
に
向

け
て
決
意
を

新
た
に
す

る
「
ま
ほ
ろ

ば
成
人
式
」

が
8
月
16

日
、
国
民
宿
舎
能
登
う
し
つ
荘
で
開
か
れ
、

１
７
０
人
が
親
交
を
深
め
ま
し
た
。
今
年
は

昭
和
38
年
4
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
が
対
象
で
す
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
バ
ン
ド
「
こ
こ

ろ
ｃ
ｏ
ｌ
ｏ
ｒ
」
が
参
加
者
の
青
春
時
代
を

彩
っ
た
数
々
の
曲
を
演
奏
し
、
第
二
の
門
出

に
花
を
添
え
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス

第
二
の
人
生
の
門
出
を
祝
し
て

ま
ほ
ろ
ば
成
人
式乾杯をするまほろば成人者

クーラーボックスなど身近にある
道具の浮力を確かめた

応援に駆けつけた人と記念撮影に臨む団員

ニ
ュ
ー
ス

旧
鵜
川
駅
舎
で

写
真
展
「
あ
の
頃
」
開
催

　

鵜
川
公
民
館
は
平
成
17
年
に
廃
線
と
な
っ

て
以
来
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
の
と
鉄
道

旧
鵜
川
駅
を
利
用
し
、
写
真
展「
あ
の
頃
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
昭
和
30
～
40
年
代
の
写

真
を
住
民
か
ら
借
り
受
け
、
引
き
延
ば
し
て

地
区
ご
と
に
整
理
し
、
展
示
し
ま
し
た
。

　

鵜
川
地
区
は
昭
和
34
年
に
水
害
に
遭
っ
て

お
り
、
失
わ
れ
た
写
真
も
多
く
あ
り
ま
す
。

公
民
館
で
は
今
後
も
駅
舎
の
活
用
と
写
真
の

収
集
を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 県外からの人も多く訪れ、

駅の雰囲気を懐かしんだ。

　

町
農
業
振
興
協
議
会
は
8
月
20
日
、
柳
田

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
農
作
物
鳥
獣
被
害
防

止
対
策
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
協
議
会

員
な
ど
農
業
者
27
人
が
参
加
し
、
福
井
県
鯖

江
市
在
住
の
服
部
義
和
さ
ん
に
よ
る
講
義
を

受
け
ま
し
た
。服
部
さ
ん
は
兼
業
農
家
で
す
。

集
落
ぐ
る
み
で
の
害
獣
対
策
が
功
を
奏
し
た

こ
と
か
ら
、
農
作
物
野
生
鳥
獣
被
害
対
策
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

講
演
で
は
イ
ノ
シ
シ
の
習
性
が
紹
介
さ
れ
、

地
域
の
み
ん
な
で
対
策
に
あ
た
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
地
研
修
で
は
、
北
河
内
地
内
の
イ
ノ
シ

シ
避
け
電
気
柵
の
設
置
箇
所
を
視
察
し
、
イ

ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
を
効
果
的
に
防
止
で
き

る
よ
う
、
柵
の
高
さ
や
設
置
場
所
に
つ
い
て

検
討
を
重
ね
ま
し
た
。
参
加
者
は
真
剣
な
面

持
ち
で
服
部
さ
ん
の
話
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

お
知
ら
せ

イ
ノ
シ
シ
被
害
か
ら

大
切
な
農
作
物
を
守
れ

電気柵の設置方法について
具体的なアドバイスを受ける参加者



　

8
月
18
日
、
県
全
国
植
樹
祭
推

進
室
の
山
王
竹
夫
室
長
が
役
場
能

都
庁
舎
を
訪
れ
、持
木
町
長
に「
木

製
地
球
儀
」
を
手
渡
し
ま
し
た
。

こ
の
地
球
儀
は
全
国
植
樹
祭
の
シ

ン
ボ
ル
で
す
。
来
年
4
月
ま
で
の

間
、
県
内
の
市
町
を
巡
回
し
て
展

示
さ
れ
ま
す
。
高
さ
60
㌢
で
重
さ

は
14
・
7
㌔
あ
り
ま
す
。
三
枚
の

葉
は
「
国
民
・
企
業
・
行
政
」
を

表
し
て
い
ま
す
。

　

持
木
町
長
は
「
里
山
保
全
は
大

切
な
事
業
で
す
。
皆
さ
ん
の
協
力

を
得
な
が
ら
進
め
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。
地
球
儀
は
29
日
ま
で
役

場
の
1
階
ロ
ビ
ー
に
展
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

県
内
で
の
全
国
植
樹
祭
の
開
催

は
、
昭
和
58
年
に
津
幡
町
で
の
開

催
以
来
で
す
。
山
王
室
長
は
「
新

幹
線
開
業
後
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
石
川
の
良
さ
を
全
国
に
発
信

し
た
い
」
と
話
し
、
植
樹
祭
や
市

町
で
行
わ
れ
る
関
連
イ
ベ
ン
ト
に

多
く
の
人
が
参
加
し
て
ほ
し
い
と

期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

いよいよ来春、
石川県で全国植樹祭を開催

森
林
を
支
え
る
シ
ン
ボ
ル

木
製
地
球
儀
を
引
継
ぎ

　

第
66
回
全
国
植
樹
祭
の
開
催
に

向
け
、
県
民
参
加
の
森
づ
く
り
が

促
進
さ
れ
る
よ
う
地
域
リ
レ
ー
植

樹
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

町
で
は
マ
ツ
タ
ケ
山
を
よ
み
が

え
ら
せ
る
た
め
、
抵
抗
性
ア
カ
マ

ツ
を
植
樹
し
ま
す
。
里
山
の
保
全

活
動
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
日
時
〉　

10
月
4
日
㊏
午
前
9
時

〈
場
所
〉　

国
重
地
内

〈
申
込
方
法
〉

次
の
事
項
を
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
お
伝
え
い
た
だ
く
か
、
ハ
ガ
キ

に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴

が
必
要

〈
参
加
費
〉
無
料

〈
締
め
切
り
〉
9
月
26
日
㊎

　

問
役
場
農
林
水
産
課

　
　
　

☎
（
76
）
８
３
０
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
76
）
０
０
３
９

〒
９
２
８
・
０
３
９
２
能
登
町
字

柳
田
仁
部
54
番
地　

柳
田
庁
舎
内

よ
み
が
え
れ
里
山

関
連
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　平成 27 年 5 月 17 日に小松市で第 66 回全国植樹祭が開催
されます。大会の成功を目指し、関連行事が行われます。

まちからのお知らせ＆ニュース INFORMATIONINFORMATION まちからのお知らせ＆ニュース

【能登町役場】☎62-1000㈹

■能都庁舎（FAX62-4506）

〒 927-0492
宇出津新 1 字 197 番地 1
　総務課☎62-8510
　企画財政課☎62-8503
　監理課☎62-8504
　税務課☎62-8505
　環境対策課☎62-8507
　町民課☎62-8500
　能都サービス室
　　　　　　☎62-8500
　ふるさと振興課
　　　　　　☎62-8532
　会計課☎62-8509

■柳田庁舎（FAX76-0039）

〒 928-0392
柳田仁部 54 番地
　広報情報推進課
　　　　　　☎76-8301
　農林水産課☎76-8302
　柳田サービス室
　　　　　　☎76-8300
　農業委員会☎76-8303
　建設課☎76-8304

■内浦庁舎（FAX72-2108）

〒 927-0692
松波 13 字 75 番地
　健康福祉課
　（児童保育）☎72-2512
　（医療介護）☎72-2502
　（福祉庶務）☎72-2503
　（健康推進）☎72-2504
　（包括支援）☎72-2513
　内浦サービス室
　　　　　　☎72-2500
　上下水道課☎72-2507　
　教育委員会事務局
　　　　　　☎72-2509

■議会庁舎

〒 928-0312
上町 8 字 485 番地
　議会事務局☎76-8310

今月の納期　9月30日㊋
　

税
・
料
金

軽
自
動
車
税

固
定
資
産（
都
市
計
画
）税

町
県
民
税

国
民
健
康
保
険
税

介
護
保
険
料

後
期
高
齢

4月 全
期

1
期

5月 1 2
6月 1 3
7月 2 1 1 4
8月 2 2 2 5
9 月 3 3 6
10月 3 4 4 7
11月 5 5 8
12月 3 6 6 9
1月 4 7 7 10
2月 4 8 8 11
3月 9 9 12

納
期

23_NOTO＋2014.09 22

健康食品を勧める電話勧誘に注意！！
　健康に対する消費者の関心や不安につけこむ、悪質な
勧誘が後を絶ちません。電話で根拠のない効能を告げら
れたり、しつこく勧誘されたりして、高額な健康食品を
購入させられる被害が発生しています。

おかしいな、困ったなと思ったら、
一人で悩まず、必ず相談しましょう！

【相談先】　ふるさと振興課　☎ 62-8532
　　　　　奥能登消費生活相談室　☎ 0768-26-2307
　　　　　県消費生活支援センター　☎ 076-267-6110
　　　　　消費者ホットライン　☎ 0570-064-370

消費生活トラブル対策

募
集

皆
さ
ん
の
意
見
を
総
合
計
画
に

審
議
委
員
会
委
員
募
集

　

平
成
17
年
3
月
に
誕
生
し
た
能
登
町
は
10

周
年
の
節
目
を
迎
え
、
平
成
18
年
度
に
策
定

し
た
第
一
次
総
合
計
画
は
平
成
27
年
度
で
計

画
期
間
が
終
了
し
ま
す
。
平
成
28
年
度
か
ら

平
成
37
年
度
ま
で
の
10
年
間
の
第
二
次
総
合

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

計
画
の
策
定
に
あ
た
り
町
総
合
計
画
審
議

会
を
設
置
し
ま
す
の
で
、
町
民
の
み
な
さ
ん

の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
審
議
会
の
町

民
委
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

〈
公
募
す
る
委
員
の
人
数
〉

2
人
（
委
員
総
数
は
15
人
以
内
）

〈
委
員
の
任
期
〉

9
月
下
旬
か
ら
町
長
に
答
申
が
行
わ
れ
る
日

ま
で
（
平
成
27
年
9
月
予
定
）

〈
応
募
の
資
格
〉

町
に
引
き
続
き
1
年
以
上
居
住
す
る
満
20
歳

以
上
70
歳
未
満
で
、次
の
要
件
を
満
た
す
人
。

①
町
の
審
議
会
等
の
委
員
に
な
っ
て
い
な
い

②
町
の
議
会
議
員
ま
た
は
職
員
で
な
い

③
平
日
、
期
間
中
6
回
程
度
の
会
議
に
出
席

で
き
る

〈
応
募
の
方
法
〉

所
定
の
応
募
申
込
書
と
「
能
登
町
の
ま
ち
づ

く
り
に
対
す
る
提
言
等
」
を
事
務
局
（
企
画

財
政
課
）
ま
で
、
郵
送
、
持
参
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
応
募
す
る
。

・「
能
登
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
提
言

等
」
は
、
４
０
０
字
程
度
で
記
述
す
る
。

・「
応
募
申
込
書
」
は
、
事
務
局
（
企
画
財

政
課
）、
各
庁
舎
サ
ー
ビ
ス
室
、
各
支
所
出

張
所
に
備
え
付
け
て
あ
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

・
電
子
メ
ー
ル
で
応
募
す
る
場
合
は
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
す
る
か
、
事
務
局
ま
で

連
絡
（
メ
ー
ル
、
電
話
等
）
が
あ
れ
ば
「
応

募
申
込
書
」
を
送
信
す
る
。

〈
募
集
の
期
間
〉

9
月
17
日(

水)

ま
で
。
郵
送
の
場
合
は
当

日
消
印
有
効
。
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
場
合
は

受
信
日
が
期
間
最
終
日
ま
で
の
も
の
。

〈
選
考
の
方
法
〉

町
総
合
計
画
審
議
会
委
員
公
募
選
考
委
員
会

に
お
い
て
、
提
出
さ
れ
た
応
募
書
類
に
よ
り

選
考
す
る
。

〈
委
員
の
謝
礼
〉

町
の
報
酬
基
準
に
よ
り
支
払
う
。（
源
泉
徴

収
後
の
金
額
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　
　
　
　

企
画
財
政
課
☎
（
62
）
８
５
０
３

　
　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
62
）
４
５
０
６

Em
ail: kikakuzaisei@

tow
n.noto.lg.jp

ニ
ュ
ー
ス

Ａ
Ｌ
Ｔ
エ
リ
ッ
ク
先
生

能
登
町
へ
よ
う
こ
そ

　

7
月
31
日
、
外
国
語
指
導
助
手
に
着
任
し

た
、
レ
イ
シ
ー
・
エ
リ
ッ
ク
・
ア
ン
ソ
ニ
ー

さ
ん
の
辞
令
交
付
式
が
あ
り
ま
し
た
。
エ

リ
ッ
ク
さ
ん
は
現
在
26
歳
。
ア
メ
リ
カ
・
ワ

シ
ン
ト
ン
州
出
身
で
す
。
日
本
語
を
流
ち
ょ

う
に
話
す
こ
と
が
で
き
、
自
分
で
作
成
し
た

メ
モ
を
読
み
な
が
ら
、
持
木
町
長
に
日
本
語

で
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

〈
エ
リ
ッ
ク
先
生
の
コ
メ
ン
ト
〉

　
日
本
に
来
る
の
は
初
め
て
で
す
。
2
年
間
、
独

学
で
日
本
語
の
勉
強
を
し
ま
し
た
。
趣
味
は
旅
行
、

言
語
学
、
テ
ニ
ス
で
す
。

　
日
本
で
は
、
見
る
も
の
、
聞
く
こ
と
、
何
も
か

も
が
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
な
の
で
、
こ
れ
か
ら

色
々
な
経
験
を
し
た
い
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、

魚
は
好
ん
で
食
べ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
能
登
町
に

来
て
新
鮮
な
魚
を
食
べ
、
そ
の
美
味
し
さ
に
感
動

し
ま
し
た
。

辞令を受け取り、日本語で
あいさつするエリックさん

訂正 　8 月号 18 ページ「合併 10 周年事業募集」の記事中、補助対象者に誤りがありました。
　  誤：「町内に在住、在勤の個人または町内在住者」→ 正：「 町内に在住、在勤の個人または町内出身者」

トラブルに遭わないために注意するポイント
1. 突然の勧誘電話に用心！　長話は禁物です。
2. 遠慮は無用。断るときははっきりと。しつこい勧誘
電話は切るのが一番です。
3.「試供品」に油断しないで。

4. 健康食品であるにもかかわらず、医薬品的な効能を
うたう勧誘にご注意を。
5. 断り切れず購入してしまったら、すぐに相談を！
6. 家族や地域、友人とのつながりを生かし、声かけと
心配りを。


